
詳細、最新情報は S&T出版　硬化度 で検索

＜樹脂、応用別の硬化度・硬化挙動とその評価＞
1.　エポキシ樹脂の硬化挙動と硬化度測定法
　1.　エポキシ樹脂の硬化反応とその追跡法
　2.　FT-IR法　　　3.　FT-ラマン法
　4.　DSC法　　　5.　蛍光法　　　6.　硬化過程での物性変化
2.　ポリイミド樹脂の硬化挙動と硬化度測定法
　1.　ビスマレイミド系熱硬化性ポリイミド
　2.　PMR系熱硬化性ポリイミド
　3.　フェニルエチニル基末端の熱硬化性ポリイミド
　4.　その他のポリイミド系熱硬化性樹脂
　5.　末端反応性基の構造とその特性
　6.　反応の活性化エネルギー
　7.　架橋密度の算出方法
3.　ポリウレタン樹脂の硬化挙動と硬化度測定法
　1.　ポリウレタンの化学
　2.　ポリウレタンの硬化反応
　3.　ポリウレタンの硬化挙動および硬化度の測定
4.　フェノール樹脂の硬化挙動と硬化度測定法
　1.　ノボラック型オリゴマーの硬化反応
　2.　レゾール型オリゴマーの硬化反応
　3.　特殊な官能基をもつオリゴマーの硬化反応
　4.　硬化度測定法
5.　微小液滴の乾燥・硬化挙動と測定・評価法
　1.　液滴の乾燥過程の計測の基礎
　2.　試料と溶液物性の測定法
　3.　液滴の乾燥過程と蒸発速度の測定法
　4.　液滴の乾燥後の形状の測定法と解析法
　5.　液滴の乾燥後の硬化度の測定法と解析法
6.　コーテイング剤の乾燥・硬化挙動と硬化度測定法
　1.　コーテイング材料の構成と機能
　2.　コーテイング材料の基材への濡れ性
　3.　コーテイング材料から溶剤の蒸発
　4.　乾燥・硬化過程試験法
　5.　乾燥・硬化過程測定法
　6.　測定例
7.　コンバーティングにおける硬化・乾燥挙動と硬化・乾燥度測定
　1.　概要
　2.　コンバーティング技術とは
　3.　コンバーティング技術の硬化・乾燥について
　4.　コンバーティングの硬化・乾燥の測定方法
　5.　トランスタバック（フィルム転写技術）
　6.　今後の課題と方向性について
8.　ＵＶコーティング剤の硬化挙動と硬化度測定法
　1.　ＵＶコーティング剤における硬化挙動の重要性
　2.　硬化挙動への影響因子と物性
　3.　酸素による硬化阻害（ＵＶコーティング剤の硬化挙動の特徴）
　4.　硬度測定による硬化挙動の測定
　5.　ゲル分率による硬化挙動の測定
　6.　赤外分光々度法による硬化挙動の測定　
　7.　光ＤＳＣによる硬化挙動の測定
　8.　その他の硬化挙動の測定方法
9.　ＵＶ硬化樹脂の硬化収縮と測定法
　1.　比重測定　　　2.　体積測定
10.　粉体塗料の硬化挙動と硬化度測定法
　1.　硬化挙動及び硬化度の測定と定義
　2.　硬化挙動・硬化度に影響を及ぼす外部因子･内部因子
　3.　使用される測定方法
　3.　硬化挙動・硬化度に影響を及ぼす外部因子･内部因子
　4.　使用される測定方法
11.　接着剤の硬化挙動
　1.　接着剤の種類と硬化（固化）様式　　　2.　アクリル系接着剤
　3.　エポキシ樹脂系接着剤　　　4.　ウレタン系接着剤
　5.　シリコーン系接着剤　　　6.　複合形接着剤
12.　木材用接着剤の硬化挙動と接着性能
　1.　木材用接着剤の歴史
　2.　木材用接着剤の硬化度の重要性
　3.　木材用接着剤の熱分析に関する既往の研究
　4.　TMAスプリング法の概要
　5.　TMAスプリング法によるフェノール樹脂接着剤の最適硬化条件と接着性能と
の関係
13.　電子部品の材料設計のための熱粘弾性応力解析
　1.　熱粘弾性応力解析の必要性
　2.　熱粘弾性基礎式の導出
　3.　熱粘弾性応力解析の妥当性検証
　4.　LSIパッケージの熱粘弾性応力解析
14.　半導体パッケージ封止用エポキシ樹脂の硬化挙動と硬化性評価法
　1.　硬化反応と反応速度式
　2.　硬化度測定法
　3.　成形過程における硬化度の推定
15.　硬化反応速度式
　1.　硬化反応速度式
　2.　硬化パラメータ（反応速度式の係数）の求め方
　3.　反応速度式の活用例
16.　ネガ型レジストの架橋・硬化挙動の測定方法
　1.　FT-IRによる架橋反応の観察　　　2.　まとめ
17.　ポジ型フォトレジストの乾燥・硬化挙動と測定法
　1.　ポジ型フォトレジストの用途
　2.　ガラス基板サイズの変化
　3.　塗布方式とレジストの乾燥挙動
　4.　レジストの硬化
18.　ＬＣＤ、有機ＥＬ用封止樹脂の硬化、劣化挙動の解析
　1.　エポキシ樹脂の硬化挙動解析
　2.　光（UV）硬化樹脂の硬化挙動解析

19.　等方性導電性接着剤および異方性導電膜の硬化度評価
　1.　接着剤バインダーの硬化状態の重要性
　2.　接着剤バインダーの硬化度の評価
　3.　接着剤バインダーの硬化状態と接続特性の関係
＜手法別の硬化度・硬化挙動の測定法＞
20.　ＦＴ-ＩＲ
　1.　赤外分光で分かること、スペクトルの解析方法
　2.　分光装置　　　3.　サンプリング法
　4.　FT-IRによる硬化挙動解析の実例
21.　ＦＴ-ＩＲ ＡＴＲ
　1.　ATRの基礎　　　2.　ATRによる硬化樹脂の分析例
22.　熱走査ＦＴ-ＩＲ
　1.　測定原理　　　2.　測定例
23.　ラマン分光法によるポリマーの構造解析
　1.　ラマン分光法の原理と測定装置
　2.　測定例　　　3.　最近のトピックス　　　4.　今後の課題
24.　マイクロサンプリング質量分析法（μ-MS）
　1.　マイクロサンプリング質量分析法（μ―MS）の原理と特徴
　2.　検出限界　　　3.　応用例
25.　熱分解ＧＣ
　1.　熱分解GCの装置構成
　2.　硬化樹脂のキャラクタリゼーション
26.　反応熱分解ＧＣ
　1.　反応熱分解GCの装置構成と測定手順
　2.　多成分アクリレート系UV硬化樹脂の精密組成分析
　3.　オリゴマータイプのアクリレートプレポリマー分子量の推定
　4.　アクリレート系UV硬化樹脂の硬化反応率の定量
　5.　UV硬化樹脂の架橋ネットワーク構造解析
27.　ＭＡＬＤＩ-ＭＳ
　1.　MALDI-MSの原理および測定方法
　2.　超臨界メタノール分解－MALDI-MS測定の操作手順
　3.　超臨界メタノール分解物のMALDI-MS測定による架橋連鎖構造解析
28.　固体ＮＭＲ
　1.　固体NMR　　　2.　固体ＮＭＲによる硬化（架橋）樹脂の構造解析
29.　ＤＳＣ（示差走査熱量測定）
　1.　DSCの概要　　　2.　DSCの測定・解析　　　3.　DSCの応用
30.　光化学反応ＤＣＳ
　1.　光化学反応DSCの装置構成
　2.　光化学反応DSCによるフォトレジストの光硬化反応熱測定
31.　ＴＭＡ（熱機械分析）
　1.　TMAの原理　　　2.　TMAの応用
32.　熱伝導率・熱拡散率
　1.　熱伝導の測定法　　　2.　温度波熱分析法　　　3.　熱硬化樹脂への応用
33.　硬度測定
　1.　硬度とは　　　2.　硬度試験方法の分類
　3.　各硬度試験の特徴と具体的な種試験方法について
34.　マイクロ・ナノインデンテーション
　1.　圧子力学理論　　　2.　計装化試験装置と実験データ解析
　3.　硬化挙動評価への圧子力学の適用例　－ハイブリッド膜の硬化挙動
35.　粘弾性測定
　1.　ゲル化とガラス化（硬化と凝固）
　2.　ゲル化過程のレオロジー
　3.　硬化過程のレオロジー測定
　4.　反応硬化過程の粘弾性測定に関するケーススタディ
36.　流動特性評価
　1.　粘度式　　　2.　流動性評価法
　3.　半導体封止用エポキシ樹脂の流動特性のキャラクタライゼーション
37.　剛体振り子型物性試験機
　1.　原理　　　2.　測定例
38.　微小切削による表面層の解析
　1.　ＳＡＩＣＡＳ法の原理　　　2.　切刃
　3.　切削現象　　　4.　測定目的と切刃角度の選択
　5.　基本のＦＨパターン　　　6.　各種測定例
39.　ディスクキュアテスタ
　1.　ディスクキュアテスタの概要
　2.　フェノール樹脂成形材料への適用
　3.　不飽和ポリエステル樹脂成形材料への適用
　4.　ジアリルフタレート（DAP）樹脂成形材料への適用
40.　キュラストメーター
　1.　キュラストメーターとは　　　2.　キュラストメーターの応用例
41.　屈折率と反応条件
　1.　代表的な屈折率測定方法
　2.　高分子材料の屈折率
　3.　UV硬化樹脂の屈折率および波長分散
　4.　UV硬化樹脂の高屈折率化
42.　光ファイバを用いた屈折率測定による樹脂の硬化モニタリング
　1.　光ファイバセンサによる硬化モニタリング
　2.　光ファイバを用いた屈折率測定
43.　誘電分析による樹脂の硬化挙動・硬化度測定と評価方法
　1.　誘電計測の原理と特徴　　　2.　誘電計測センサ
　3.　実験方法・測定準備について
　4.　誘電データと粘度との相関
　5.　誘電データとTgとの相関
　6.　研究開発への応用事例
　7.　品質保証や生産現場での応用例
　8.　他の分析手法との組み合わせ
44.　パルス磁場勾配ＮＭＲとＤＯＳＹ
　1.　測定上の注意点
　2.　高分子関連分野へのDOSYの応用例
45.　ＧＰＣ法、ＬＣ／ＭＳ
　1.　ＧＰＣ法の原理　　
　2.　ＧＰＣ装置に用いられる検出器とその特徴
　3.　ＧＰＣ法を用いる上での問題点
　4.　ポリマーの硬化挙動の測定
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